
※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

平　面　図

図示

工　事　名

施工箇所名

図 面 名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

津市下水道局下水道総務課

庄田町地内市営浄化槽設置工事

津市庄田町地内

平成28年度 下総浄補 第4号

５
１

参　考

放流水質　BOD 10mｇ／L・Ｔ－Ｎ 10mｇ／L・ＳＳ 10mｇ／L

処理対象人員　１０人
合併浄化槽

1

名　称 仕　様　・　能　力 数

ブロワ・土工事・設置工事(嵩上げ含む)共

その他 ・埋戻しは、石などの混入していない良質の土砂等を用い、浄化槽内

に異物が入らないようにし、水締めと突き固めを交互に行う。

（排水ポンプ槽付）

・上部スラブ工は、張コンクリート工と一体で施工すること。

ブロワ配管（ＨＩＶＰφ１３）

Ｌ＝９．３ｍ

・既設カーポートの屋根の撤去・復旧は申請者が行う。

平　　面　　図 S = 1/200

ＶＷφ３０　Ｌ＝６．１ｍ

ＶＵφ１００　Ｌ＝２．０ｍ

合併浄化槽排水ポンプ槽付（１０人槽）　Ｎ＝１．０基

電線工（ＦＥＰ管φ５０）　Ｌ＝８．５ｍ　

ブロワ

張コンクリート工　Ａ＝１３．５m2

上部スラブ工　Ａ＝６．４m2

既設カーポート



※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

図示

工　事　名

施工箇所名

図 面 名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

津市下水道局下水道総務課

５
２

参　考

庄田町地内市営浄化槽設置工事

津市庄田町地内

平成28年度 下総浄補 第4号

平面図 標準断面図 標準施工図

ＡＡ

Ｂ

流入管φ１００

流入管φ１００

Ａ－Ａ断面図　１／３０

平面図　１／３０

放流ポンプ

Ｂ

ブロワ

放流管φ３０

放流管φ３０

Ｇ．Ｌ Ｇ．Ｌ

Ｂ－Ｂ断面図　１／３０

一　般　事　項

ブロワ基礎参考図　１／２０

コンクリート　　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ２

鉄　　　筋　　　ＳＤ２９５Ａ

鉄筋かぶり　　　スラブ４０、　ベース６０

開口補強筋　　　Ｄ１３シングル

地　　　業　　　砕石又はＲＣ　４０～０

定着及継手　　　４０ｄ

※基礎寸法は参考値とする
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上部スラブ幅　3670
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放流ポンプ

・浄化槽は支柱レスタイプとする。

露出配管（ブロワ廻り）

ＶＵφ１００　・　ＶＷφ３０　

メーカ仕様

配管仕様 土中配管

槽内配管

ＨＩＶＰ

ブロワ

放流ポンプ

台数吐出量 口　径

１

台数吐出量 口　径

φ３０８０Ｌ／ｍｉｎ ２

φ１３１００Ｌ／ｍｉｎ

運転方式

連続運転

出力

１３０Ｗ

運転方式

自動交互運転

掘削幅　4070

基礎砕石幅　3220

基
礎
砕
石
幅
　
1
95
0

・電線管の両端はシリコンシーラントなどで必ずコーキング処理のこと。

マンホール 安全荷重１５００Ｋ

掘
削
幅
　
23
50

基礎砕石幅　3220

基礎コンクリート幅　3020

掘削幅　4070

Ｄ１０＠２００シングル

上部スラブ幅　1750

Ｄ１０＠２００シングル

基礎砕石幅　1950

基礎コンクリート幅　1750

掘削幅　2350

張
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
均
幅
　
37
50

張コンクリート平均幅　5300

張コンクリート平均幅　5300

張コンクリート平均幅　3750
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※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

配筋加工図

図示

工　事　名

施工箇所名

図 面 名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

津市下水道局下水道総務課

５
３

参　考

庄田町地内市営浄化槽設置工事

津市庄田町地内

平成28年度 下総浄補 第4号

① D10 L=3670 N=4本

③ D10 L=2060 N=2本

② D10 L=210 N=2本

④ D10 L=160 N=2本

⑤ D10 L=250 N=2本

⑥ D10 L=1130 N=2本

⑦ D10 L=200 N=2本

⑧ D10 L=150 N=2本

⑨ D10 L=1750 N=7本

⑩ D10 L=平均590 N=12本×2

⑮ D10 L=3670 N=10本

⑪ D13 L=1040 N=18本

⑪

⑪⑪

⑪
⑪

⑪⑪

⑪
⑪

⑪

⑪

⑪⑪

⑪⑪

⑪⑪

⑪

⑯ D10 L=960 N=19本×2

⑫ D10 L=5220 N=12本

⑬ D10 L=1260 N=8本 ⑭ D10 L=290 N=8本

⑰ D10 L=2900 N=10本

⑱ D10 L=1630 N=16本

全 体 配 筋 図 S = 1/30 スラブ鉄筋　D10-200@シングル（ＳＤ２９５Ａ（規格品））

開口補強筋　1-D13   定着　40d=520
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上部スラブ配筋図 S = 1/30 スラブ鉄筋　D10-200@シングル（ＳＤ２９５Ａ（規格品））

開口補強筋　1-D13   定着　40d=520

張コンクリート配筋図 S = 1/30 スラブ鉄筋　D10-200@シングル（ＳＤ２９５Ａ（規格品））
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基 礎 配 筋 図 S = 1/30 スラブ鉄筋　D10-200@シングル（ＳＤ２９５Ａ（規格品））



※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

鉄筋数量表

図示

工　事　名

施工箇所名

図 面 名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

津市下水道局下水道総務課

５
４

参　考

庄田町地内市営浄化槽設置工事

津市庄田町地内

平成28年度 下総浄補 第4号

名称番号 呼び径 長さ本数

18

スラブ筋（横） D10

D10

10

16

2900

1630スラブ筋（縦）

名称番号 呼び径 長さ本数

1

2

3

4

5

6

7

8

〃

〃

〃

〃

〃

12

13

番号 名称 呼び径 本数 長さ

スラブ筋（横）

〃

スラブ筋（横）D10

D13

D10

D10

4

2

2

2

2

2

2

8

10

3670

210

2060

 160

290

3670

9

2

7

〃

1130

 200

 150

1750

250

15

14

D10 12 5220

〃

D10 8 1260

16 〃 D10 38 960

10 〃

17

24  590

重量

8.22kg

0.24kg

2.31kg

0.18kg

0.28kg

1.27kg

0.22kg

0.17kg

6.86kg

7.93kg

重量

35.08kg

5.64kg

1.30kg

20.55kg

20.43kg

重量

14.60kg

16.24kg

上部スラブ鉄筋数量表

スラブ筋（縦）

11 開口筋

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

18 1040 18.63kg

鉄筋重量計（D10）　　27.68kg

鉄筋重量計（D13）　　18.63kg

鉄筋重量計（D10）　　30.84kg

基礎鉄筋数量表

〃

スラブ筋（縦）

鉄筋重量計（D10）　　83.00kg

張コンクリート鉄筋数量表



※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

配管図

図示

工　事　名

施工箇所名

図 面 名

縮　　尺

事業所名

図面
番号

津市下水道局下水道総務課

５
５

参　考

庄田町地内市営浄化槽設置工事

津市庄田町地内

平成28年度 下総浄補 第4号

流入側（コンクリート部） 放流側（コンクリート部） ブロワ配管（コンクリート部） ブロワ配管（土部）流入側（土部）

電線管配管（土部）電線管配管（コンクリート部）
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(ＨＩＶＰφ1 3 )

埋　戻

掘　削 埋戻し
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(ＶＵφ1 0 0 )
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（購入土）

7 0 0

コンクリート版取壊し
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6

掘　削 埋戻し

コンクリート（21-8-25BB）

埋戻工（RC-40）

1
0
0

埋　戻
（R C - 4 0）

埋　戻
（RC - 4 0）

掘　削 埋戻し
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コンクリート版取壊し

埋　戻
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コンクリート版取壊し
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流用土

1
0
0

1
0
0

張コンクリート工
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配　管　図 S = 1/10

張コンクリート工 S = 1/10


